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環境保全を目的とした硫化亜鉛 (ZnS)、硫化カドミウム (CdS)、酸化チタン (Ti02) のナノサイズ化合物半導体
を用いた光触媒作用ならびにマイクロ波誘起触媒作用を前半において記述し、後半においては光触媒として用いるた
めのアナターゼならびにルチル型 Ti02 ナノ結晶を純粋相として選択的に調製する手法に関して論じた。ナノサイズ


































4) 四塩化チタンないしアモルファス Ti02 を出発原料とし、有機酸あるいは無機酸を触媒として純粋相のアナター
ゼ型とルチル型を選択的に合成している o 四塩化チタンを出発原料とした場合、クエン酸を触媒として添加した
ときにのみ水熱合成により、結晶性の高いアナターゼ型 Ti02 ナノ粒子が得ている。アモルファス Ti02 からは、
フッ素と塩酸を共存させることによりアナターゼ型が、また、クエン酸と硝酸を共存させることによりロッド状
のルチルナノ結晶が得られ、 Ti02 前駆体へのこれらの酸の配位が結晶構造決定に重要であることが明らかとし
ているo 両ナノ結晶はほぼ同等の光触媒活性を示している o
以上に述べたように、本論文は材料ナノ化学、環境科学研究に新しい学問的寄与をするものである。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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